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即時リリース用

[クラブ名] が視力ファースト・プログラムを通した視力保護30周年を祝う

[クラブ名] は、ライオンズクラブ国際財団（LCIF）とともに、クラブの視力ファースト交付金プログラムを通じた目の健康の向上と視力検査の増加への取り組み30周年を祝っています。

1990年に開設された視力ファースト･プログラムは、眼科医療の不十分な地域の眼科医療システムを強化することで、その社会に、失明や視力低下と闘う力と、目の不自由な人々を援助する力を与えることを目指しています。視力ファーストを通じて、[クラブ名] は [クラブが行った奉仕アクティビティの説明] に取り組んできました。目の健康に対する意識向上への揺るぎない決意によって、[クラブ名] は [数] 人以上の人々を支援してきました。 

視力ファースト・プログラム30周年を称えて、[クラブ名] は [視力ファースト・プログラムに関連する今後の奉仕アクティビティの説明] を行います。[あなたの地域が視力ファースト活動に参加または活動を支援できるかどうかについての情報を含める]

視力ファースト･プログラム：数字で見る 
· これまでに112カ国での1,330件余りの事業に対し3億7,000万ドルを超える視力ファースト交付金を交付 
· 900万件以上の白内障手術を実施 
· 200万人以上の眼科医療専門家や地域医療従事者に研修を提供 
· 1,350以上の眼科センターを建設、拡張、設備 
· きれいな水が確保できない地域に見られ、治療をしないまま放置すると回復不能な失明を招く可能性がある、痛みを伴う目の感染症であるトラコーマの撲滅のため、1億8,500万回投与分以上の薬を配布し、およそ95万件の手術を提供 
· 感染した黒バエに刺されることで広がる寄生虫感染症である河川盲目症（オンコセルカ症）の進行をくい止めるため、3億2,500万回投与分以上の薬を配布 
視力ファーストのような交付金プログラムを通じたLCIFからの支援もあり、視力保護におけるライオンズの活動のインパクトは非常に大きなものですが、その一方で、WHO（世界保健機関）の報告によれば、世界中の22億人以上が視力障害者または失明者であるとのことです。 

30周年の記念活動に参加して [市町村名] の住民を支援する方は、[クラブ名]（[クラブの連絡先]）までご連絡ください。LCIF視力ファースト･プログラムの詳細については、lionsclubs.org/SaveVision をご覧ください。


[bookmark: _Hlk60906851]ライオンズクラブ国際財団（LCIF）について： 
ライオンズクラブ国際財団（LCIF）は、ライオンズクラブ国際協会の慈善部門です。1968年の設立以来、LCIFは、ライオンズの思いやりに満ちた奉仕活動に交付金を提供することでライオンズの奉仕に力を与え、その地域と世界のコミュニティのニーズに応えています。LCIFは、慈善団体を評価する組織として米国で最も信頼されるチャリティ・ナビゲーターから毎年称賛に値する評価を受けていることを誇りに思っています。詳細は、 lionsclubs.org/LCIF をご覧ください。 
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